









一 64 -一 



ない/. 
俺の 
づ說が 
のつてな 




1S 81811 


マカシテ‘ 
だ 




生まれて 
はじめて 
俺の小説が 
本にのると 
喜んでいたのに 
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1 

灑麗 

i 



緊張してるから 
時間が 

長く感じられ 
るだけさ 



ぃゃ 

それだけじゃない 
神保町へんまでは 
街灯もついてたのに 
ここは真っ暗だ 
おまけに 
物音一っ 

しない 、， 


そうして 

六時間後 



だめだ 

どうなつてんだ 
この道は 



そりべ V 
真夜中. 

だもの 

みんな寝静ま 
づてんだよ 
さあ歩こう 



一万歩運動 
なんのその 
東京から 
ブタペストまで 
歩いた気分だ 





















一 4 j 匕 ^ Mi? : 


て 











V* 


フ 1 ム 

リング状回路を 
五百十六回も 
歩いててそれが 
わからないようじや 
この生物の知能は 
下の下.だな 


アルファ 
ケンタウ H 
ヘン人や M .彳 
のブル— 人 だ 
こんな M い間 
試行錯誤しな 
かった 


，多 


i— 


これだけ 

環境がそろ / 
つてる星に 
低知能生物は 
めずらしいから 
ちやんとテーターを 
とつておくんだぞ 一 


_ 


おおせの 

とおりです 

船長 

















反応強度 30 、最高記録です/ 
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HR 


N 




おれの 
コンニヤク 
かえせ/ 


もぅ^めた/. 

調査を ぅちきろ、 I . 

たかがコンニヤク\ 
一切で ^ S 
あんな ( 
みにくい \ 
争いをするなんて^: 
あれが知的 
動物のする ことか/. 



。き 


奴らの顔を ^ 
見るのも 
ムカムカする 
はやくモルモット代を 
やってこの円盤から 
おいだして ♦ 
しまぇ /.\ 
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